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チームプラタナス　「住民同士が親密に交流して助け合える地域づくり」

鈴木 将仁　高橋 和生　長井 美代子　中尾 光子　堀住 京子　山口 源忠

駒形学区はこんなところ

いっぽう・・・

「子どもが減り、独居老人や空き家が増えている」

永く住んでいる人が

多く、人柄が穏やか

高齢者は元気で、子

どもは真面目

駒形通りは活気があ

り、買い物にも便利

弥勒を中心に歴史物

がたくさんある
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駒形学区の世帯状況
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住民同士が親密に交流して

助け合える地域づくり

特に災害時に役立つ人間関係を
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重要だけど足りていないことは？

避難方法を決めていますか？

不安・悩み相談 防災・消防活動

決めている

24.6% 高齢者や要支援者

が置き去りにされ

てしまうことも…
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交流の減少

ベンチを置いて
交流を促そう

少子高齢化

避難時が不安

助け合える仕組
みを作ろう
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既存の仕組みを検証・改良・普及

駒形通六丁目 2区で実践している「キンリン」
※隣近所との（日頃からの）信頼関係が大事！

グループみんなで避難

避難途中のグ

ループが困っ

ていたら支援

置き去りにしない
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駒形ベンチ・プロジェクト

地域の住民が気軽に

交流できるスペース

を作ろう！

＋
駒形通りの空き家

（スペース）を活用

まずは一台の

ベンチから…



08

今後の取り組み・・・

「キンリン」システム ベンチ・プロジェクト

◎システムに改善の
余地がないか検証

◎対象地域・全世帯
の理解を得る

◎各地域ごとに防災
マップを作成

◎ベンチの仕様を決
めて作成

◎プロジェクトの存
在を広く告知

◎第二、第三のベン
チ用地の確保

それぞれについて「提案」が「提案」だけで終わらな

いように、活動を続けていきたいと考えています！


